
ミヤコカブリダニは、ナミハダニ、カンザワハダニなどハダニ類を捕食する天敵です。ハダニ類
以外にも花粉や微小昆虫も食べるため、ハダニ類の発生前に放飼し、圃場へ定着させておくこと
が可能です。

ミヤコバンカーとは、ミヤコカブリダニパック製剤と天敵保護装置「バンカーシート®」を組み合わ
せた天敵資材です。天敵パック製剤を耐水性の紙製シートの中に入れて設置することで、降雨、
散水、薬散の影響を軽減します。またシート内に産卵基質（黒フェルト）、保水資材を同時に入れ
ることで、シート内に天敵の生存に適した環境を作り出し、放出します。

バンカーシート®は農研機構・中央農研を中心とした農食事業（実用開発ステージ26070C）で総合的
害虫防除体系を確立、実証し、実用化に至りました。

ミヤコカブリダニとは
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ミヤコバンカー（保水資材あり）

パック製剤のみ

日数

17℃

17℃

バンカーシート
ここがすごい！
バンカーシート
ここがすごい！ 天敵パック製剤の効果を最大限発揮！

長期間にわたり、天敵を放出。

一般名/和名
学名

発育期間

成虫寿命
産卵数

ミヤコカブリダニ
Neoseiulus californicus

10日（20℃）、4.8～5.1日（25℃）、
3.3日（35℃）
20～33日（25℃）
約42卵/頭

増殖可能温度
発育ゼロ点
最適発育温度
最適湿度

捕食量

15～37℃（約37.5℃以上で孵化率ゼロ）
8.6℃
22.0℃
40～80％以上（但し高いほど良い）
ハダニ卵　 13.4卵/日
ハダニ成虫 5頭/日

■保水資材によるバンカーシート内の湿度維持効果

■バンカーシートからのミヤコカブリダニの
　放出量（パック製品のみとの比較）

ミヤコカブリダニは湿度80%以上の環境を好みます。シート内に投入する保水資材は、
シート内を長期に湿度80%以上に維持、天敵の生存に適した環境を作り出します。

※温度17℃、湿度65～75％RH 石原産業（株）中央研究所 所内試験2015年

【ミヤコカブリダニの生態】

【ミヤコカブリダニ】

【荷姿】

＋

はじめ１００頭から放出！

　　　　　　　の特長

50個  /  箱の規格もございます！50個  /  箱の規格もございます！
導入数量の調整、追加の設置がしやすくなり、
さらに使いやすくなりました！

【50個規格】 【100個規格】

●バンカーシート本体 50枚
●黒フェルト（産卵基質） 50枚
●保水資材  1袋
●天敵パック製剤（システムミヤコくん）　50パック

50個規格の構成物

天敵保護装置 天敵の力でハダニ類を防除。

負けない。負けない。
になんかになんか
ハダニハダニ



の組立て方と設置の仕方

■有効成分
　・ミヤコカブリダニ
　 100頭/パック

■その他の成分
　・バンカーシート
　・黒フェルト（産卵基質）
　・保水資材

保水資材↑

←システム
　ミヤコくん

↑黒フェルト
（産卵基質）

ミヤコバンカーⓇの構成物・組み立て方
設置数

①黒フェルトでカブリダニパック
製剤のフック部分を挟みます。
（フック部分は折り曲げたり、取り
外したりしないでください）

②バンカーシートの下から挿入し
た後、保水資材を5個入れます。

③上記のように入れてください。

組立てたら
圃場へ設置

ハウスが複数ある場合、まずハウスごとに設置する個数を算出しましょう。

作物名

ハダニ類
発生直前～
発生初期

50～300
パック/10a

いちご
（施設栽培）

放飼 －

適用病害虫名 使用時期 使用方法 総使用回数＊使用量

圃場１０aあたりミヤコバンカーを１００個設置。➡つまり１aあたりミヤコバンカー１０個。
（例）ハウス面積 2.5aの場合➡25個
　　　　　　　　6aの場合➡60個

【適用害虫と使用方法（抜粋）】

この個数を目安に、購入分（100個単位）をハウスごとに分配。
カゴや袋などに分けておくと設置がスムーズに行えます。

この時、ハウスの骨組み、柱などを目安にすると、
より正確に等間隔に設置することができます。
また、もしハウス内の畝の長さが全て同じ場合は、
一畝設置した後、他の畝も平行に同じ箇所に設置
すればOKです。

設置方法
ハウス1棟で使用するバンカーシート
数が分かったら、その数を畝数で割り、
一畝に使用するバンカーシートの数を
出しましょう。
（例）左写真のような単棟ハウス（3a）6畝の場合
　　ミヤコバンカー30個÷6畝＝5個/1畝
　　➡1畝にミヤコバンカー5個を等間隔に設置。
　　  注）端の1条植えの畝にも同じ数、間隔で設置してください。
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【設置方法】
写真左：バンカーシート表、写真右：バンカーシート裏

【設置方法】
バンカーシート背側のフック部分の穴（上部に2つ、
下部に1つ）に左写真（裏側）のように竹串を通します。
竹串をマルチ上から地面に刺し、立てて設置します。

ポイントポイント

ポイントポイント

＊印は本剤およびミヤコカブリダニを含む農薬の総使用回数。

←バンカーシート本体

【バンカーシート間距離の目安】 ※１００個/１０a設置、２条植えの場合

およそ8m程度。（200個/10aの場合は4m程度）
株数でおよそ30～35株ごとに1個。
※畝端に設置するバンカーシートは畝端からおよそ4mの距離に設置。
　（バンカーシートからバンカーシートまでの距離のおよそ半分）

規格は100個入り、50個入り
の2種類から選べます

❶

❷

❶×印のある折込み部分を先に折込みます。
❷○印のある折込みはあとから折込んでください。

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
本印刷物は2022年7月時点での知見に基づいて作成しています。

天敵に対する薬剤影響について
弊社ホームページの生物農薬特設ページより、
ミヤコカブリダニに対する薬剤影響表が

ご覧いただけます！

【石原バイオサイエンス株式会社 生物農薬特設ページ】
https://ibj.iskweb.co.jp/biopesticide/

ミヤコバンカーPVお求めはお近くのJAで！
こちらより動画によるミヤコバンカーの説明がご覧になれます。
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バンカーシートⓇは農研機構・中央農研を中心とした農食事業（実用開発ステージ26070C）で実用化技術を確立。
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による促成イチゴ（本圃）ハダニ防除

による促成イチゴ（本圃）ハダニ防除

〈天敵放飼後、ハダニが発生した場合〉
・ハダニがスポットで発生した場合　
気門封鎖剤をスポット処理。　　　　　
必要に応じチリガブリを放飼。

・ハダニが全面に発生した場合　　 
殺ダニ剤（A、A’評価）を散布。
※気門封鎖剤、一部ダニ剤は天敵への影響がA’
評価となっております。薬剤ローテーションを組
む際は十分ご注意ください。
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＜ミヤコバンカー設置まで2週間＞ ※上図記載の設置2週間前のハダニ密度確認の後

 ・設置1週間前までにハダニ類に適用のある薬剤（B、C1評価）を散布。
 ・設置までの1週間に気門封鎖剤を２回散布。

＜定植直前＞
本圃へのハダニ持込みゼロを目指す。　※以下３つから選択
①モベントフロアブルの灌注　②高濃度炭酸ガス処理　③その他ダニ剤の処理
（上記処理1週間前にアグリメック散布）

1/中旬～1/下旬

年
明
け
後
、ハ
ダ
ニ
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再
確
認
　
必
須
！
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ハダニの
発生なし

ハダニの
発生あり

（12月上旬）
収穫開始

※A、A’、B、C1などの表記は、それぞれミヤコカブリダニに対する薬剤の影響度合いを表しています。
　　ミヤコバンカーを導入される際は、別途専用の薬剤影響表をよくご確認ください。

（9月上～中旬）
定植
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10/中旬～11/上旬

200個/10ａ設置

100個/10ａ設置
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/10ａ設置
2,000～

6,000頭/10ａ
スポット放飼

〈発生初期：斑点状の掠れ〉 〈密度上昇：葉の縁周りの糸〉
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■ハダニの発生初期を捉え、適切なタイミングの防除を心掛けましょう。
・発生の初期症状　　　　　 　 
新葉に斑点状の掠れが発生。
　　　　 ハダニ密度上昇 　　　　 

葉の縁周りにクモの巣のような糸が張る。
薬剤が掛かりづらく防除がより困難に。　
ハダニ密度の低いうちの前もった防除を心
掛けましょう。
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